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１．自動車技術会のご紹介

２．モビリティDXプラットフォーム事業について
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公益社団法⼈ ⾃動⾞技術会の
ご紹介
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⼯学系で⽇本最⼤の学術団体

設 ⽴ ビジョン・ミッション

会員数

設⽴の
趣意

これまで、各種団体が個別に担当して
きた多種多様な⾃動⾞技術を⼀丸と
なって学術振興・産業経済の発展・
国⺠⽣活向上に寄与させるため発起

1947年（昭和22年）

個⼈会員：46,089名
法⼈会員：793社・団体

公益社団法⼈ ⾃動⾞技術会の概要1 - 1

※2024年10⽉ 時点



公益社団法⼈ ⾃動⾞技術会の主要事業のご紹介 1 - 2
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研究発表
学術講演会

研究発表、展⽰会

調査・研究

技術者の育成

研究業績の
表彰・奨励

規格の制定・改正

出版物の
刊⾏

情報共有、交流の
「場」を提供

・聴講者１万⼈超/年の研究発表会を実施
・来場者10万⼈超/年の展⽰会を実施

展⽰会

●発表者
国内外の⾃動⾞メーカ、アカデミア
サプライヤ、設備ツールメーカ

●発表テーマ
内燃機関、メカトロニクス、電動化、
⾃動運転、安全、環境、リサイクルMBD、
電池、AI適⽤etc.

●出展者（国内外)
⾃動⾞メーカ、部品サプライヤ、
設備・ツールメーカ、スタートアップ、
技術コンサルタント、地⽅⾃治体etc.

【⾃動⾞技術会 研究発表会】
（春季、秋季）

【⼈とクルマのテクノロジー展】
（＠横浜、名古屋）



公益社団法⼈ ⾃動⾞技術会の主要事業のご紹介 1 - 2
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100を超える教育講座（科⽬）で、
社会⼈技術者〜次世代技術者（⼩〜⼤学⽣）を育成

技術者の育成

【学⽣フォーミュラ(⼤学⽣) 】

【 豊富な専⾨講座(社会⼈) 】
研究発表

学術講演会

展⽰会
【キッズエンジニア(⼩学⽣) 】

技術者の育成

調査・研究
研究業績の
表彰・奨励

規格の制定・改正

出版物の
刊⾏
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モビリティDX
プラットフォーム事業について
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⾞両機能の増加に伴い、ソフトウェア容量は年々増加！

背景：ソフトウェア容量と⾞両機能の推移

出所：デロイトグローバルの分析

エアバッグ
クルーズ

コントロール

電⼦制御⽅式

⾃動運転

インフォテインメント、
エンジン

コントローラ、
パッシブ

セーフティ、
⾞体とセキュリティ

インフォテインメント、
アクティブ

セーフティ、
エンジン

コントローラ、
ユーザー体験、

パッシブセーフティ、
⾞体とセキュリティ、

コネクティビティ

ABS

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
容
量

エンジン
コントローラ

インフォテインメント、
エンジン

コントローラ、
パッシブ

セーフティ、
アクティブ

セーフティ、
⾞体とセキュリティ

先進運転⽀援
システム、

インフォテイン
メントと

ユーザー体験、
⾞体と

セキュリティ、
コネクティビティ、

エンジン
コントローラ

ASR/ESP

電動パワー
ステアリング

ゲーミング、
ビデオ

ストリーミング、
位置に応じた

サービス

2030年2020年2010年2000年1990年1980年

2 - 1

1970年1960年

F35 (最新鋭戦闘機)

同等

本年

約２倍
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下記①〜③の共通課題を協調領域化して解決するために
国のご⽀援を賜り「モビリティDXプラットフォーム」を新設

共通課題 取組み

2 - 2 ソフトウェア容量と⾞両機能増⼤による共通課題と取組み

モビリティDXプラットフォーム（今回新設）

① ・ソフトウェア⼈材が⾜りない
・育成が追い付かない（⾮効率）

② ・多種多様な情報共有が困難
・従来の枠組みを超えた交流が困難

③ ・ニーズ、政策等の変化が激しく
新しい取組みへの検討が困難

情
報
共
有
・

交
流
促
進

参加者メリット

① ②
⼈
材
育
成
・

獲
得

新
た
な

価
値
創
造

③

裾野の広い参加者
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⾃動⾞技術の裾野を広げた「産学官」が
参加活⽤できる「場」を創造する

⾮⾃動⾞関連
学会・諸団体

海外
FiA,SOFEE等ベンチャー ⾦融

学⽣、個⼈

学産 官

2 - 3 モビリティDXプラットフォームのプレイヤー

新しい仲間

公益社団法⼈
⾃動⾞技術会

「モビリティDXプラットフォーム」

裾野の広い参加者

官 学産
「協調領域型コミュニティ」

＝

⾃動⾞関連
諸団体

ベンチャー 地⽅⾃治体

情報
技術
⼈

資⾦
ご助⾔

新技術
発想

情報
⼈

情報
技術
⼈

興味
学習意欲

情報
既存資産

事務局運営

マッチング
ファイナンス講座

ニーズ
実証実験の場
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必要な⼈材を育成するために、
ソフトウェア技術を始めとする教育講座を拡張していく

2 - 4 ①-i ⼈材育成講座の技術領域拡⼤
①
⼈
材
育
成

【ＯＴＡアップデート講座】

【データ連携基礎講座】

【AI⾃動運転基礎講座】
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各種コンぺティションを整備し、
裾野の広い参加者に技術を磨く「場」を提供

2 - 4 ①-ii コンペティションの活性化

広報、参加者集めをサポートし、
同時にモビリティ技術/業界への興味関⼼を喚起

⾃動⾞技術会、経済産業省
⾃動運転AIチャレンジ

①
⼈
材
育
成

【サイバーセキュリティスキル】 【DX新価値アイデア創造】

VicOne、経済産業省
Automotive CTF Japan

【⾃動運転ソフトウェア開発スキル】

モビリティDXプラットフォーム
SDVアイデアソン・ハッカソン
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各種イベント・ワークショップの開催
・連携を促進する各種交流会の新設・⾃動⾞技術会主催イベントに併設

情報発信
・政府・事業者・研究機関等の国内外の取組動向について様々な情報を配信（⽉１回以上）

2 - 4 ②情報共有・交流促進
②
情
報
共
有

モビリティDXプラットフォーム HP 各種技術講演会「くるまからモビリティへの技術展」
「⼈とクルマのテクノロジー展」と連携

⾃動⾞技術会 会誌
(約5万部/⽉）
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新しい価値創造に向けた議論の「場」を提供
・SDV、⾃動運転、データ利活⽤をテーマに、有識者や関⼼のある⽅々に

集まって頂き、新たな価値創造に向けた議論を促進（毎⽉開催）

2 - 4 ③新たな価値創造
③
価
値
創
造

データ利活⽤トークセッション⾃動運転トークセッション
(Mobility Innovation Alliance)

SDVトークセッション
(Open SDV Initiative)
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幅広い仲間が活⽤可能なモビリティDXプラットフォームを
「産学官」で新設します

⾃動⾞技術の裾野を拡げて検討や議論を深めることが、
⽇本の⾃動⾞技術・⾃動⾞業界の競争⼒の源泉になると考えます

技術の多様性を拡げてモビリティの未来を牽引していきましょう

2 - 5 まとめ

モビリティDXプラットフォーム（協調推進のためのコミュニティ）

参加者メリット

情
報
共
有
・

交
流
促
進

参加者メリット

① ②
⼈
材
育
成
・

獲
得

新
た
な

価
値
創
造

③

裾野の広い参加者
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モビリティDXプラットフォーム
無料会員登録：

活動内容：
モビリティDXプラットフォームHP

2 - 5 最後に

モビリティの未来を牽引するプラットフォームに皆で育てるために、
ご参画、ご⽀援、ご質問、ご要望、ご相談をお待ちしております。

mobilityDX@jsae.or.jp

https://www.mobilitydx.go.jphttps://www.jsae.or.jp/enquete/
mobilitydx_newsletter/

モビリティＤＸプラットフォーム事務局（公益社団法⼈⾃動⾞技術会）


